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第１章 【諸言】 

近年, スポーツ科学の発展に伴い, 多くのスポーツ競技

において科学的根拠に基づいた研究が行われている一方, 

相撲に関しては, その基本動作についての研究が少ない

現状にある. 本研究は, 相撲特有の同側動作を用いる鉄砲

に着目して, 相撲における基本動作の一端を科学的に明

らかにすることを目的としたものである.  

 

第２章 【先行研究の考証】 

従来の先行研究では, 学生相撲選手のパワーや最大衝

撃力における研究 1) 2), 古武術に関する押し力の研究 3) 4) 5), 

また, 同側動作を応用した二軸動作に関する研究 6) 7) 8) 9)

が行われている. しかし, これまで相撲特有の同側動作に

着目した研究は見当たらない.  

 

第３章 【研究 1：鉄砲時における衝撃力の比較検討】 

【背景･目的】諸言を踏まえ, 鉄砲時における同側動作と, 

その他動作の力発揮の差異を比較検討することであった. 

【方法】早稲田大学相撲部に所属する男子部員（年

齢:21±1.2 歳, 身長:174.6±4.0 ㎝, 体重:114.4±8.2 ㎏）7

名を対象とした. 本研究では, 鉄砲を同側動作, 対側動作, 

直立動作の 3試技で行った. 動作は 3つの局面, 開始から

壁に手が接着するまで (①突押局面), 壁に手が接着して

から元の位置に戻るまで (②押戻局面), ①・②を合わせ

た一連の動作局面(③一連局面), に定義した(図 1). 計測

はフォースプレートを用いて, 各被験者の最大衝撃力お

よび, 各局面における力積値を算出した. 解析は SPSS を

用いて対応のある一元配置の分散分析を行った. 

 

 

図 1：局面分けの定義 

【結果】解析の結果, 最大衝撃力では, 各動作間において

いずれも主効果は認められなかった. 力積値では, ②押戻

局面において, 同側動作が直立動作に対して, ③の一連局

面において, 同側動作が対側動作, 直立動作に対して有意

な差を示す結果となった(p＜0.05). 有意な差を示した, ②

押戻局面, ③一連局面についてそれぞれ図 2, 図 3に示す. 

 

 

図 2：力積値(押戻局面)  図 3：力積値(一連局面) 

 

【考察】鉄砲は, 最大の力を発揮する稽古ではないため,

最大衝撃力では差が見られなかったと思われる. 力積値

においては, 先行研究より, 押し動作時の姿勢や動作自体

の特徴の違いが影響を及ぼしていると考えられる. 

【結論】鉄砲時における同側動作は, 対側動作, 直立動作

と比較して, 力積値において優位な点があることが明ら

かとなった. 最大衝撃力では差が見られなかった.  

 

第４章 【研究 2：鉄砲時におけるキネマティクス的解析】 

【背景･目的】研究 1より, 鉄砲時における同側動作に優位

性があることが明らかとなったが, その要因については

明確にできていない. 本研究では, 各動作の特徴をキネマ

ティクス的に解析し,違いを明らかにすることであった.  

【方法】早稲田大学相撲部に所属する男子部員（年齢：

21±1.2 歳, 身長：176.3±1.7 ㎝, 体重：116.9±6.4 ㎏）3

名を対象とした. 本研究では, 鉄砲時の動作様式を更に詳

細に 3 つの時点, 振り出した手が柱に接着するまで(①突

押期), 手が接着してから押し戻しが始まるまで(②維持



  

期), 押し戻しから元の位置へ戻るまで(③押戻期),に再

度定義づけを行った(図 4). 測定項目は, 各動作における, 

1)左右方向の身体重心, 2)上下方向の身体重心, 3)体幹傾

斜角度, 4)身体捻転角度, の 4つであった. 解析は, 3 次

元動作解析ソフトを用いて行った. また, 3 つの時点につ

いては, それぞれの時間を 100％に規格化した. 

 

 

図 4：時点分けの定義 

 

【結果】解析の結果, 1)左右方向の身体重心変位では, 3

名の被験者に共通して, 同側動作が対側動作と比較して, 

左右方向への振れ幅が小さい結果となった. 2)上下方向

の身体重心変位では, 大きな差は見られなかった. 3)体幹

傾斜角度では, 押戻期に対側動作, 直立動作の傾斜角度が

緩やかに増加しているのに対し, 同側動作は, 維持期の始

まりから増加していることが明らかとなった. 4)身体捻

転角度について, 対側動作と直立動作では, 手が接着する

のを境に, 維持期から緩やかに捻転角度が減少している

のに対し, 同側動作では増加傾向にあった. 優位性を示し

た 1)左右方向の身体重心変位, および, 3)体幹傾斜角度

についての一例を, 図 4, 図 5にそれぞれ示す.  

 

 

図 4：左右身体重心変位一例  図 5：身体捻転角度一例 

 

【考察】1) 左右方向の身体重心変位では, 同側動作が, 押 

す側の手と反対側の足が軸足となるため(手：左, 運足：左, 

軸足：右), 右足を軸に左半身を鉄砲柱で支える状態とな 

り, 身体が捻じれにくく, 身体重心が体の中心部で安定し 

易い傾向にあったと考えられる. 2)上下方向の身体重心 

変位では, 大きな差が見られなかった理由として, 鉄砲が 

上下動に関して足運びの影響を受けにくい動作であったと 

考えられる. 3)同側動作が対側動作, 直立動作と比較して,  

早い維持期の時点に体幹傾斜角度が増加傾向にあった理由 

としては, 同側動作が他の動作よりも手が柱に接着してす 

ぐに力を伝えることができていたと考えられる. 4) 同側動 

作では, 突押期から維持期にかけて腰のライン（左右大転 

子を結ぶ結線）が肩のライン（左右肩峰を結ぶ結線）より 

も前方に先行し, 同側方向への捻転姿勢が取られているこ 

とが明らかとなった. 

【結論】鉄砲時における同側動作は, 対側動作と比較して 

左右への重心のぶれが少なく, 手が柱に接着してすぐに力 

を伝えることができていること. また, 手が接着してから 

押し戻す際に, 腰が同側方向に捻転しており, より大きな 

力を発揮する体勢が取られていることが明らかとなった. 

 

第５章 【結論】 

【総合討議】以上を踏まえ, 本論文の主要な成果は,「鉄砲

時における同側動作は, その他動作と比較して力を伝える

ことにおいて効果的な動作である」とまとめられる. 

【研究の限界】本研究で使用した計測器具は, 構造的に最

大出力を測ることが難しいものであった. また, 本研究で

の被験者は, 日頃より同側動作に慣れている早稲田大学の

相撲部員であったため, 鉄砲時における同側動作が, 他の

動作に対して優位性を示したことは完全に否定できない.  

【今後の展望】現場では, 本研究で明らかにできなかった

同側動作の多くの優れた点が報告されている. 今後は, 基

本動作に限定するのではなく, 実践形式における同側動作

の優位性について検証することが必要であると考える. 
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